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立体構造を基にした薬剤設計(Structure Based Drug Design)は新薬開発における一つの
手段として非常に有効である。近年では結晶構造解析手法の進歩に伴い、標的となるタン

パク質に対し、あらゆる化合物との複合体の構造解析を行い比較することで、化合物によ

るタンパク質の活性阻害機構(または促進機構)を総括的に理解することが可能になってき
た。このような場合には、迅速に精確な回折データの収集を行うことが第一であり、大強

度の X線ビームを安定に供給できる放射光ビームラインの利用が必須となる。 
本ビームラインは、PF-ARに設置されたアンジュレータNE3からの強力なX線を利用し、
平行化ミラー－二結晶分光器－集光ミラーという光学系。集光率を高めた設計のため、レ

イトレースの結果ではサンプル位置でのビーム強度はBL-5AやNW12Aを上回ることが期
待されている。実験ハッチには新型 CCD 検出器や自動結晶交換ロボットを導入するほか、
ソフトウェアの整備を行い、サンプル数の増加に対しても混乱なく、効率よくデータ収集

が可能な環境を整備する。 
なお、本ビームラインはアステラス製薬株式会社からの受託研究によって今年度より設

計・開発が始まり、2009年 4月に本格利用を開始する。ビームタイムの一部はアステラス
製薬株式会社により専有的に利用され、残りのビームタイムは高エネ機構により共同利用、

施設利用に供される。 

 

図．新ビームラインNE3Aのレイアウト。(この上にユーザーが解析を行うデッキを設置す
ることを予定している。) 


